
四
七
五

第
十
四
章　

国
務
大
臣
等　
　

（
三
七
九
）

第
十
五
章　

質
問　
　

第
一
節　

文
書
質
問　
　

（
三
八
〇
、
三
八
一
）

第
十
五
章　

質
問

第
一
節　

文
書
質
問

三
八
〇　

質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
に
は
、
提
出
者
が
署
名
又
は
記
名
押
印

し
た
提
出
文
を
添
付
す
る

議
員
が
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
主
意
書
に
提
出
者
が
署
名
又
は
記
名
押
印
し
た
「
右
の
質
問
主
意
書
を
国

会
法
第
七
十
四
条
に
よ
っ
て
提
出
す
る
」
と
の
提
出
文
を
添
付
す
る
。

参
照　

三
八
三
号

三
八
一　

議
院
の
品
位
を
傷
つ
け
る
と
認
め
ら
れ
る
質
問
主
意
書
に
つ
い
て

は
、
議
長
は
、
こ
れ
を
承
認
し
な
い

質
問
は
、
内
閣
に
対
し
て
質
問
す
る
の
を
不
適
当
と
す
る
事
項
を
除
き
、
国
政
全
般
に
わ
た
っ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が

国 

第
七
四
条

国 

第
七
四
条

（
規 

第
一

五

五

一

五

五

条
）



四
七
六

で
き
る
が
、
議
院
の
品
位
を
傷
つ
け
る
と
認
め
ら
れ
る
質
問
主
意
書
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
、
こ
れ
を
承
認
し
な
い
。

そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
六
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日
小
川
友
三
君
か
ら
一
流
新
聞
記
者
に
関
す
る
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
が
、
同
年
十
一
月
十
一
日
議
長
松
平
恒
雄
君
は
、
議
院
の
品
位
を
傷
つ
け
る
も
の
と
認
め
こ
れ
を
承
認
し
な

か
っ
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

参
照　

四
五
一
号

三
八
二　

単
に
資
料
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
質
問
主
意
書
は
、
受
理

し
な
い

内
閣
に
対
し
資
料
を
求
め
る
こ
と
は
質
問
で
は
な
く
、
ま
た
、
内
閣
に
対
す
る
資
料
の
要
求
は
議
院
又
は
委
員
会
の
議

決
に
よ
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
、
単
に
資
料
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
質
問
主
意
書
は
、
受
理
し
な
い
。

（
国 

第
七
四

条
）

（　

 

第
一

〇

四

一

〇

四

条
）



四
七
七

第
十
五
章　

質
問　
　

第
一
節　

文
書
質
問　
　

（
三
八
二
、
三
八
三
）

三
八
三　

質
問
主
意
書
は
、
議
長
の
承
認
を
待
っ
て
内
閣
に
転
送
し
、
参
議

院
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
各
議

員
に
提
供
す
る

質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
の
承
認
を
待
っ
て
一
定
の
様
式
に
よ
り
内
閣
に
転
送
す
る
と
と
も
に
、
参

議
院
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
）
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
各
議
員
に
提
供
す
る
。

（
注
）
質
問
主
意
書
は
、
印
刷
し
て
各
議
員
に
配
付
し
て
い
た
が
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
協
議
を

踏
ま
え
、
第
百
九
十
八
回
国
会
に
お
い
て
本
院
規
則
の
改
正
（
令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
議
決
）
が
行
わ
れ
、
同
年
八
月
一
日

に
召
集
さ
れ
た
第
百
九
十
九
回
国
会
か
ら
電
磁
的
記
録
の
提
供
そ
の
他
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
各
議
員
に
提
供
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

参
照　

三
八
〇
号
、
三
八
六
号
、
三
九
一
号

国 
第
七
五
条

規 

第
一
五
三

条



四
七
八

三
八
四　

国
会
の
休
会
中
に
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
内
閣
に
転

送
し
た
例

第
一
回
国
会　

昭
和
二
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で
の
国
会
の
休
会
中
、
同
月
二
日
北
條
秀
一
君
か
ら
住

宅
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ
、
同
月
六
日
こ
れ
を
内
閣
に
転
送
し
、
同
月
十
二
日
内
閣
か
ら
答
弁

書
を
受
領
し
た
。

参
照　

二
九
号
、
一
六
九
号
、
四
〇
七
号

三
八
五　

質
問
主
意
書
に
つ
い
て
七
日
以
内
に
答
弁
で
き
な
い
と
き
は
、
内

閣
は
そ
の
期
間
内
に
そ
の
理
由
及
び
答
弁
を
す
る
こ
と
の
で
き
る

期
限
を
明
示
す
る

内
閣
が
質
問
主
意
書
を
受
け
取
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
七
日
以
内
に
答
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間
内

に
答
弁
で
き
な
い
と
き
は
、
内
閣
は
、
そ
の
理
由
及
び
答
弁
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
期
限
を
明
示
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

こ
の
場
合
、
そ
の
旨
の
通
知
書
が
提
出
さ
れ
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

国 

第
七
五
条



四
七
九

第
十
五
章　

質
問　
　

第
一
節　

文
書
質
問　
　

（
三
八
四
―
三
八
六
）

第
七
十
一
回
国
会　

昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
七
日
（
会
期
終
了
日
）
藤
原
房
雄
君
か
ら
畜
産
経
営
危
機
の
緊
急
対
策

に
関
す
る
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ
、
同
日
こ
れ
を
内
閣
に
転
送
し
た
が
、
同
年
十
月
二
日
内
閣
か
ら
、
質
問
事

項
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
日
時
を
要
す
る
た
め
、
同
月
十
一
日
ま
で
に
答
弁
す
る
旨
の
通
知

書
を
受
領
し
、
同
月
九
日
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

そ
の
他
同
例
が
あ
る
。

三
八
六　

内
閣
の
答
弁
書
は
、
参
議
院
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
掲

載
す
る
こ
と
に
よ
り
各
議
員
に
提
供
す
る

内
閣
の
答
弁
書
は
、
参
議
院
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
）
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
各
議
員
に

提
供
す
る
。

（
注
）
内
閣
の
答
弁
書
は
、
印
刷
し
て
各
議
員
に
配
付
し
て
い
た
が
、
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
協
議

を
踏
ま
え
、
第
百
九
十
八
回
国
会
に
お
い
て
本
院
規
則
の
改
正
（
令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
議
決
）
が
行
わ
れ
、
同
年
八
月
一

日
に
召
集
さ
れ
た
第
百
九
十
九
回
国
会
か
ら
電
磁
的
記
録
の
提
供
そ
の
他
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
各
議
員
に
提
供
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

規 

第
一
五
三

条



四
八
〇

参
照　

三
八
三
号
、
三
九
一
号

第
二
節　

緊
急
質
問

三
八
七　

緊
急
質
問
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
ま
ず
そ
の
取
扱

い
に
つ
い
て
議
院
運
営
委
員
会
に
諮
る
の
を
例
と
す
る

質
問
が
緊
急
を
要
す
る
と
き
は
、
議
院
の
議
決
に
よ
り
口
頭
で
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
緊
急
質
問
を
し
よ
う
と
す

る
議
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
文
書
に
よ
り
議
長
に
申
し
出
る
。
こ
の
場
合
、
議
長
は
、
ま
ず
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
議
院

運
営
委
員
会
に
諮
る
の
を
例
と
す
る
。

（
注
）
第
十
三
回
国
会
昭
和
二
十
七
年
三
月
二
十
日
の
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
次
の
決
定
が
あ
っ
た
。

緊
急
質
問
の
取
扱
い
に
関
す
る
件

緊
急
質
問
を
権
威
あ
ら
し
め
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
及
び
国
務
大
臣
の
委
員
会

へ
の
出
席
励
行
を
前
提
と
し
て
、
左
の
基
準
に
よ
る
。

1　

緊
急
質
問
は
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
緊
急
性
あ
り
と
認
め
た
場
合
に
こ
れ
を
行
う
。

国 

第
七
六
条



四
八
一

第
十
五
章　

質
問　
　

第
二
節　

緊
急
質
問　
　

（
三
八
七
、
三
八
八
）

2　

緊
急
質
問
を
な
る
べ
く
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
に
代
え
る
よ
う
、
委
員
会
の
活
用
に
努
め
る
。

3　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
関
す
る
緊
急
質
問
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
。

4　

同
様
の
内
容
を
持
つ
緊
急
質
問
は
重
複
を
避
け
る
。

議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
緊
急
質
問
の
取
扱
い
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
な
い
場
合
に
は
、
一
旦
各
派
に
お
い
て
検
討

の
上
、
あ
ら
た
め
て
き
め
る
。

参
照　

二
一
二
号
、
二
五
八
号

三
八
八　

緊
急
質
問
を
行
う
こ
と
に
つ
き
議
院
運
営
委
員
会
の
決
定
が
あ
っ

た
と
き
は
、
議
長
か
ら
こ
れ
を
議
院
に
諮
る
の
を
例
と
す
る

緊
急
質
問
を
行
う
こ
と
に
つ
き
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
異
議
が
な
い
と
決
定
し
た
と
き
は
、
議
長
か
ら
こ
れ
を
議

院
に
諮
る
の
を
例
と
す
る
。
緊
急
質
問
を
行
う
こ
と
に
決
し
た
と
き
は
、
議
長
は
、
直
ち
に
質
問
者
の
発
言
を
許
可
す

る
。

参
照　

二
〇
八
号

国 

第
七
六
条



四
八
二

三
八
九　

緊
急
質
問
の
発
言
時
間
は
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
協
定
す

る

緊
急
質
問
の
発
言
時
間
は
、
議
院
運
営
委
員
会
に
お
い
て
十
五
分
以
内
で
協
定
す
る
の
を
例
と
す
る
。
な
お
、
議
長
は

こ
の
時
間
内
で
発
言
を
許
可
す
る
が
、
そ
の
協
定
時
間
に
つ
い
て
は
会
議
に
お
い
て
宣
告
し
な
い
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

二
二
六
号
、
二
五
九
号

三
九
〇　

緊
急
質
問
の
発
言
は
、
三
回
ま
で
と
す
る
の
を
例
と
す
る

緊
急
質
問
に
対
す
る
国
務
大
臣
等
の
答
弁
に
対
し
、
質
問
者
は
協
定
時
間
内
で
重
ね
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
の
発
言
は
、
最
初
の
質
問
を
含
め
三
回
ま
で
と
す
る
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

三
一
一
号

国 

第
五
五

条
の
二

（
規 

第
一

一

〇

一

一

〇

条
）


